
二小校区 

 

◆校区の概況 
（平成 17 年 3月現在）

人口 ・ 世帯数 １２，６４５人 ・ ５，３６３世帯 

高齢者人口 ２，１６２人 

高齢化率 １７．１０％ 

ひとり暮らし高齢者数 ５１３人 

高齢世帯 ３６０世帯 

主な校区活動場所 高松四町会館など各町会館 

校区の特徴 平成15年度に市内で14番目の地区福祉委員会として小ざくらネット

が立ち上がりました。小地域ネットワーク活動が活発に行なわれてい

ます。それぞれの支部や地区内での協力体制が整った地域です。 

地域福祉活動の状況 

 

＊小地域ネットワーク活動（個別支援・グループ支援） 
＊ 小ざくらネット研修(高齢者見守り・高齢者の人権など) 
＊ 施設見学会 （泉ヶ丘園りんくう） 
＊ 地域ボランティア講座（介護カンタン講座など） 
＊ 高松四町納涼大会への全支部参加 
＊ 児童・高齢者世代間交流餅つき大会 

 

 

小ざくらネット（二小地区福祉委員会）  
ネット対象者･個別・グループ支援活動・協力員一覧（16 年度報告より） 

個別支援活動 グループ支援活動 
参加者内訳 

 

ネット数 延べ回数 延べ人数 回数 
対象者数 関係者数 

登録 

協力員 

高松町 １２ １１４ １４４ ０ ０ ０ １６ 

高松東町 １３ １５６ ２３４ １ ４３ ７ ６２ 

高松北町 １５ １８０ ２７０ １ ２ ４ ４４ 

高松南町 ０ ０ ０ １ ３５ １０ ５５ 

上町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １１ 

大宮町 １３ １５６ ２３４ １ ４０ ６ １５ 

栄町 ６ ７２ １０８ ６ ２１ ２７ １３ 

若宮町 ０ ０ ０ １ １１ ５ ６ 

大西町 ２ ２４ ３６ ２ １９ ５ ８ 

二小地区（全体）     ２ ６５６ ５６  

合計 ６１ ７３２ １０２６ １５ ８２７ １２０ ２３０人 

 
 



◆検討会の開催状況 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ワークショップの内容について（検討会での意見交換の中から、一例を紹介します） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

開催日 平成 17 年３月７日（月） 開催会場 高松町会館 参加人数 31 人 

＜主な意見＞ 
z 子どもの遊び場がない 

z 気軽に集まれるコミュニティセンター的なものが少ない 

z 通学路の安全対策ができていない 

z 空連道の横断信号が短く、小学校低学年では渡りきれない 

z となり組に入らない世帯がある 

 

～当日は、学校関係者の参加もあり、子どもに関する意見が多く出ました。その意見から、通学路の安全

性の問題や、大人が見本を示すことをしないといけないなど、様々な意見交換がされました。また、実際

に空き巣被害にあった話があり、地域の防犯の問題について、真剣に取り組まなくてはいけないという姿

勢がうかがえ、活気ある検討会となりました。～ 

タクシー代を一部補助してくれる仕組みを作る 

z 高齢者が、通院する病院が遠いので困っている 

解決するには… 地域の中で、問題と思うこと 

趣味などの活動を増やしたり、玄関先に友人募集

の張り紙をするなど、自分から積極的に動く z 近所に親しい友人がいない 

z 家にひきこもりがちになってしまう 

z 子どもを夜遅くまで連れて外出する親が多く、

教育上よくないのではないか 

お店が協力し、夜 10 時以降は親が同伴し

ていても、子供の入店を禁止する 

 
地域の住民でパトロール隊を作り、見回りの強化

をする。また、罰金制度を取り入れてはどうか 

 

 
 

z ごみの不法投棄 

z 犬のフンの後始末ができていない 

z 路上駐車が多く、緊急時に困る 


